
（対象期間：令和6年4月1日～令和7年3月31日）

1 順守評価（法的及びその他の要求事項の順守状況）

不適合事象の発生なし

2 監視測定（全体目標の達成状況）

目標※：令和4年度の原油換算エネルギー使用量を1%以上削減する。

担当部門 該当建物 R4 判断

管財課 本庁関連 186kL ×

3 監視測定（各実行部門目標の達成状況）

担当部門 判断

管財課 ○

総務課 ○

環境事業課 ○

○

○

浄化センター ○

学校教育課 ○

184kL 204kL

令和6年度監視測定・順守評価結果

目標数値 結果（令和7年3月末現在）

環境目標 目標数値 結果（令和7年3月末現在）

夏季における本庁舎電気使用量を削減。
夏季における空調温度を２８度とし、電気使用
量を抑える。

達成した。

保存期間経過文書のリサイクルの推進 保存期間経過文書について１００％再資源化する。 100％再資源化した。

小型家電回収ボックスによる廃棄する携帯電話の回収の推進 年度計250台 年度計830台

農政課
募金活動を通じた緑化の推進 募金を年1回実施する。 募金を年1回実施した。

農作物の地産地消を推進 市立学校の給食で県内産野菜を年度計10トン以上使用する。 年度計約10トン以上使用した。

※本来は過去4年間の原油換算エネルギー使用量に対して「年平均1%以上削減する」という目標数値を掲げているが、令和3年度の新庁舎移転に伴い、過年度分
（旧庁舎）と該当建物（新庁舎）の整合性が取れないため、令和6年度分までは令和4年度の原油換算エネルギー使用量に対して目標数値を設定するものとする。

下水汚泥のリサイクル推進 リサイクル率100% リサイクル率100％

環境教育の実施 市内小学校・中学校・義務教育学校において環境教育を実施する。 各校で総合的な学習の時間を活用して環境教育を実施した。


